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総社市における災害時外国人支援の取り組みについて



総社市の在留外国人の状況

総人口：６９，６７９人

うち在留外国人 １，５４７人
（総人口に占める割合 ２．４６％）
うちベトナム人 ９１９人
（在留外国人に占める割合 ５６．２％）

ベトナム出身者は「技能実習生」

南米出身者は「定住者」「永住者」及びその配偶者

（１）総社市の人口

（２）在留資格別内訳



多文化共生施策（外国人相談・日本語教育事業）

H２１ 国際・交流推進係を設置
多文化共生推進員を配置

R３～ ５カ国語に対応
（ポルトガル語・スペイン語・英語・中国語・ベトナム語）

年間約２,５００件の相談実績

H２２～H３０
「生活者としての外国人」のための日本語教育事業を受託

行政を事業主体とする日本語教室

■ 生活情報・行政情報の提供
■ 住民同士の交流の場

■外国人相談事業

■日本語教育事業



多言語での情報発信

市の広報紙から，外国人に必要な情報を抜粋

・ポルトガル語版「SOJA BRAZILIAN NEWS」
・中国語版「総社チャイニーズニュース」
・ベトナム語版「SOJA VIETNAMESE NEWS」
・やさしい日本語版
「広報そうじゃ やさしい日本語版」

Facebook，Wechatでの情報発信

・新型コロナウイルスに関する情報

・台風等の災害情報 など

行政からの情報を多言語で随時発信

■外国語版広報紙の作成

■SNSを活用した情報発信



多文化共生施策（コミュニテイ交流事業）

H２１ 「総社ブラジリアンコミュニティ」設立

R３ 総社インターナショナルコミュニティ＆
桃太郎インターナショナルアソシエーション

（SIC＆MIA）

■コミュニテイ交流事業

H２１～ そうじゃインターナショナルフェスタ開催

日本人と外国人の交流イベント

地域社会での自立した外国人住民

たちによるコミュニティづくり



ワクチン接種に係る外国人コミュニティ（ＳＩＣ＆ＭＩＡ）との連携

R２ 外国人市民向け説明会の実施

R３ ＳＩＣ＆ＭＩＡとの連携会議

外国人が抱える課題・不安を把握

R３ ・接種予約への多言語対応

・集団接種会場での通訳配置
（７か国【８言語】 延べ２１０名）

・外国人専用レーンの設置

コロナ禍での外国人に寄り添う支援

■ワクチン接種に向けて

■接種現場での支援

R3年4月開催

「外国人市民連携会議」

希望する外国人全員に

接種が行き届くよう，協

力を確認。

R3年6月～

「接種時の多言語対応」

外国人専用レーンを設

置し，通訳者が献身的

に接種終了まで支援。



多文化共生施策（医療・防災支援事業）

H２５ 外国人防災リーダー養成研修開催

R３ ９か国 ３４名の防災リーダーが認定

支援される側から支援する側へ

■外国人防災リーダー

■多言語医療ガイド

H２５ 総社市多言語医療ガイドの作成

(英語，ポルトガル語，スペイン語，中国語，韓国語)

・市内在住外国人全世帯

・市内全医療機関 へ配布



8



被害状況と医療支援のニーズ調査
リオ・デ・ジャネイロ テレゾポリス市(避難所）
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今後、大きな災害があったら

ボランティアをしたい

83.1％
2012年外国人集住都市
会議全29都市調査より
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外国人防災リーダー養成研修
総社市外国人防災カード作成

支援される側 ⇒ 支援する側へ
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外国人防災リーダーの活動

【水防訓練】平成26年6月
地域の消防団とともに土のう作り訓練

【防災訓練】平成27年11月
「教える側」として参加

【研修参加】平成27年2月
岡山県国際交流協会主催の「外国人と共に学ぶ
災害時対応」研修に参加 12



• 【対応言語】
• ５言語＋「やさしい日本語」

• 【作成部数】
• 2,000部

• ポルトガル語 600部
• 中国語 500部
• 英語 100部
• スペイン語 100部
• 韓国語 100部

• 「やさしい日本語」600部
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平成３０年西日本豪雨
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総社市の市外の外国人住民の対応について
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地域の人たちと力合わせて
できることについて



総社市外国人防災リーダー

弱者として支援される側ではありません
支援する側の団体です


